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 (1) 特筆すべき教育活動の取組と成果（大学教育改革の支援プログラム（ＧＰ等）の採択状

況と取組、グローバルＣＯＥ等の大型プロジェクトの採択・実施状況などを含む。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) 特筆すべき研究・診療活動の取組と成果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 21年度に終了した大学院GPの成果を活かし、平成 22年度研究科長裁量経費により「大

学院生プロジェクト型共同研究」を公募し、そのうち３件を採択し実施した。平成 23 年 3 月

3 日に、研究成果報告会を実施した。この企画は、大学院生の研究能力を実践の場で高める教

育活動の取組であるところが特筆すべき点である。 

 

１．平成21年度総長裁量経費を受けて「東北大学における発達障害学生修学支援システムの構

築」を高等教育開発推進センター、教育情報学研究部の協力を得て実施した。内容は、全学

対象のアンケート調査、全国主要9大学合同研究協議会およびシンポジウム、ピア・サポー

ター養成講習会、海外調査などである。平成22年度および平成23年度は、研究科長裁量経

費により、継続して取り組んでいる。平成22年11月14日に「プール学院大学における取り

組み」、「富山大学トータルコミュニケーション支援室における取り組み」の「発達障害学

生修学支援に関する講演会」を開催した。平成23年3月に『発達障害学生とのかかわりガイ

ドブック』を編集・刊行し、関係者へ配付した。 

 

２．平成22年度、教育ネットワークセンター支援の先端的プロジェクト型研究を2件実施した。

その成果は、教育学研究科『教育ネットワークセンター年報』第11号（2011年3月）に掲載

した。 

 

３．平成21年度研究科長裁量経費による企画研究として、韓国ウソン大学と共同研究をおこな

うため「子ども学研究プロジェクト」チームを結成し、「子どもの生活における自己決定の

実態調査－日本と韓国の比較を通して－」を実施した。平成22年度もひきつづき、同企画研

究として、調査研究を実施し、平成23年3月に『子どもの生活における自己決定の実態調査

（2）－日本と韓国の比較を通して－』を研究成果として刊行した。 
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(3) 特筆すべき社会貢献、国際化等の活動の取組と成果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(4) その他、特筆すべき活動等の取組と成果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．他学部の学生も含めた「学校ボランティア」を組織し、宮城県及び仙台市教育委員会と協

定を結び、各小中高等学校に学生を派遣した。その功績に対して仙台市教育委員会より感謝

状を授与された。 

２．「東北地区高校教育懇談会」を、東北6県及び新潟県の各教育委員会高校教育課と連携し

て開催し、講演会（宮城県における高校教育改革の課題と現状、東北7県高校教育における

研修意識に関する調査研究、教職員のメンタルヘルス）と各県教育事情報告及び意見交換会

を行った（平成23年1月21日）。 

３．東北6県及び新潟県の幼小中高教員を対象とした第46回「教育指導者講座」を実施し、受

講者から高い評価をうけた（平成22年8月）。 

４．教員免許状更新講習（平成21年7月、12月、平成22年8月）を実施し、小中高等学校教員

の資質向上に貢献した。引き続き、平成23年10月・11月も実施予定である。 

５．宮腰英一教授は、長年の文部科学行政への貢献により、私立学校審議会委員功労者として

文部科学大臣より表彰をうけた（平成22年10月）。 

６．韓国ウソン大学保健福祉学部と学術交流協定を締結し、「ウソン大学の国際化に対する戦

略と現状」（趙源權・同大学学事副総長）、「子どもの生活における自己決定の実態調査－

日本と韓国の比較を通して－」（加藤道代准教授、神谷哲司准教授）の特別学術講演会を開

催した。（平成22年4月23日） 

７．南京師範大学教育科学学院と学術交流協定を締結し、同大学教育科学学院の胡建華学院長

による特別学術講演「現代中国における教育の現状と課題」を開催した。(平成22年11月25

日) 

８．国立台湾師範大学教育学院と学術交流協定を締結し、同大学教育学院の周愚文学院長によ

る特別学術講演「台湾における教育発展の現状と展望」を開催した。(平成23年3月4日) 

１．第 1 期中期目標・中期計画期間について、研究科独自にかつ客観的に総括するため、学外

の有識者 5 名を外部評価委員に委嘱し、外部評価を実施した。平成 22 年 10 月 30 日に外部

評価委員会を開催し、平成 23 年 3 月に『外部評価報告書』を刊行した。 

２．東北大学校友会（東北大学萩友会）が主催する東北大学 103 周年ホームカミングデーの期

間中（平成 22 年 10 月 9 日）に部局の企画として、東北大学教育学部同窓会総会・講演会・

懇親会を実施した。また、東北大学教育学部同窓会仙台支部、並びに関東地区同窓会が発行

する会報、支部（地区）総会の開催案内等を、教育学研究科 Web サイト上の同窓会サイト

に掲載することで、同窓生へのサービスを向上させ、教職員・在校生と卒業生との連携・協

力の強化を図った。 

 


